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研究概要
近年、免疫細胞や組織幹細胞が過去の感染や損傷による炎症の記憶を持っていて、この記憶により次回の感染や損

傷に対して速やかに応答できる「炎症記憶」という現象が皮膚で報告され注目されている。組織傷害により引き起こさ

れた炎症が炎症性サイトカインや増殖因子を介して多くのシグナル伝達経路・転写因子を活性化し、組織修復・再生

を促進するが、そのメカニズムは十分には理解されていない。炎症や感染の記憶という現象に関しては、獲得免疫（T

細胞、B 細胞）における免疫記憶が有名であるが、近年自然免疫の一部（マクロファージや NK 細胞）においてもエ

ピゲノムの変化による記憶がある事が明らかになってきている。さらに皮膚において炎症による記憶が存在し、創傷治

癒を促進するという事が明らかになった。腸も皮膚と同様に人体と外界のバリアとして機能するが、腸において同様の

現象があるのかの研究はなされていない。今回の研究においては、腸の再生時の炎症記憶や大腸がんでの炎症記憶の

重要性とその分子メカニズムを明らかにする事を目標とする。
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